
                             
（ 芦北支援学校 ）令和２年度（２０２０２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

ア 児童生徒それぞれの力や特性を見極め、さらに伸ばすきめ細やかな指導を行う。 

イ 児童生徒一人一人が将来に向けて生活の質を向上できるよう知恵を出し合って教育や支援を行う。 

ウ 児童生徒同士、職員、家庭、地域が共に学び、共に育つよう連携を深める。 

 

２ 本年度の重点目標 

ア 児童生徒にとって安全・安心であり、意欲的に学べる教育環境を整備する。 

イ 個別の教育支援計画及び個別の指導計画（あしえんプラン）に基づいた授業実践の充実を図る。 

ウ 特別支援教育に関する専門性の向上及びセンター的機能の充実に努める。 

エ 卒業後を見据えた進路指導の充実を図り、進路情報の収集と発信に努める。 

オ 近隣校や地域施設、児童生徒の居住地域との「交流及び共同学習」を推進する。 

 

３ 自己評価総括表 
  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
評
価 

成果と課題 大項
目 

小項目 

 
学校 
経営 
 

学校教育目
標の達成・
重点目標の
具現化を図
る 

新型コロナウイル
ス感染拡大防止を
踏まえた実践と検
証 
 

・３密を防ぎ
ながら単元や
授業内容の精
選、入れ替え等
を行うことで、
授業の充実を
図る。 

・教務・研究部、
総務部と連携し
て、授業計画の見
直しや改善を適
宜行う。 

 
 
Ａ 

・当初予定の単元計画を縮小
したり、学習内容を精選した
りすることで進めることがで
きた。 
・学部毎に３密を防ぐ取組み
を徹底した授業づくりや改善
を行い、リモートなどのＩＣ
Ｔ活用を推進することができ
た。 

学校改革 
 
 

分掌部再構成の検
証 

・５つの分掌
部組織に再編
したことによ
る効率的で円
滑な業務遂行
をめざす。 
 

・新体制における
業務内容等の整
理と構築のため
学期毎に見直し、
検証する。 
・総務において業
務内容を把握し、
早期に継続して
支援にあたる。 

 
 
 
Ｂ 

・４つの分掌部を２つにまと
めたことで、運営面に戸惑い
も見られたが、次年度は、反省
や改善点を基に業務の効率化
に繋げる。 
・各分掌部からの行事等の計
画、立案については、適宜対応
し実施へと繋げることができ
た。更に見直しや検討、先を見
通した計画等を心がけること
で職員全体での共通理解を図
り、円滑な業務に繋げる。 

職員一人一人が働
き方を構築し、学
部の業務の遂行 
 

・職員間相互
に業務内容を
把握し、協力し
合える体制を
整える。 
・水曜日を「ノ
ー残業デー」の
定時退勤とし、
メリハリをつ
ける。 
 

・学部会等におい
て、職員間の業務
内容を確認し、役
割を分担しなが
ら進める。 
・ゆうネット、月
行事、職朝におい
て、事前に連絡し、
各自が計画的に
進める。 
・毎週、水曜日に
は職朝での周知や
「ノー残業デー」
であることの掲
示を行うなど視
覚的にも伝える
ようにする。 

 
 
 
Ｂ 

・学部主事、分掌部長等を中心
として、役割分担等を行いな
がら校務を進めることできた
が、次年度はより役割を明確
にしていく。 
・月行事の変更時は、ゆうネッ
トへ随時、更新、掲載していく
ことで周知を図ることができ
た。 
 
・水曜日は、ほぼ１８時前には
職員は退勤することができた。
次年度は、水曜日に会議を入
れないことを徹底するなどの
改善を行う。 

授業 
の 
充実 

 

重度重複障
がい及び知
的障がい教
育における
授業の充実
を図る。 

授業実践の充実 
PDCAサイクルの構
築 

・「卒業後の豊
かな生活に向
けた授業の充
実」に向けて、
学校の目指す
児童生徒像と 

・学校の教育目標
や研究テーマを踏
まえた学部テーマ
にそった授業を展
開する。 
 

 
 
 
Ｂ 

・学部ごとにテーマを設定し
取り組むことができた。 
・学部内での検討やグループ
での授業研究会を通して、身
に付けたい力を伸ばすための
授業実践、授業者の悩みや学 



  
 
 
 

 児童生徒一人
一人に「身に付
けてほしい力」
の相互関連を
明確にする。 
・個別の指導
計画の実施状
況の評価と改
善を教育課程
の評価と改善
につなげる。 

 
 
 
・学部内での検討
や事例研究をと
おして、意見交換
したいことや学
びたい視点を踏
まえた授業実践
の充実、指導支援
を行う。 
・個別の指導計画
や共通のツール
を用いて、実態把
握や授業の評価
改善を行い、教育
課程の改善に生
かす。教育課程検
討委員会で見直
しや改善につな
げるとともに学
部間の共通理解
を図る。 

 
 

びたいことに沿った意見交換
やそれを受けての授業改善を
繰り返し行うことができた。 
・学期の終わりや教育課程検討
委員会に合わせて個別の指導
計画や共通のツールを用いて
の学習評価の機会を設けた。そ
れをもとに、次の学期や次年
度の授業や教育課程の見直し
も行った。実態把握について
は、個別の指導計画等での前
担任からの引き継ぎを受けて
現担任で検討したが、自立活
動の関連図作成など各担任に
任せている部分が多いため、
学校全体で共通して実施して
いく必要がある。 
・学部単位で計画実施してい
る部分が多いため、学部間の
共通理解が課題である。 

キャ
リア
教育 
(進路 
指導) 

キャリア教
育、進路指
導を充実さ
せる。 
 
 
 

小・中・高の一貫
したキャリア教育
の推進 

児童生徒一人
一人のライフ
ステージに応
じたキャリア
発達を育成す
る。 

・児童生徒が自分
の個性を発揮し、
他者を尊重できる
よう学校生活の充
実を図る。 

 
 
Ｂ 

・各学部の教育活動の中で、児
童生徒が実態に応じた取組み
で役割を担いながら、自己肯
定感を高める学習活動を実施
できた。次年度は観点別に丁
寧な実態把握と実態に合わせ
た教育活動を展開しながら取
り組んでいく必要がある。 

卒業後を見据えた
進路指導の充実 
 

進路学習や現
場実習及び作
業学習等を通
して働くこと
の目的や意義
の理解を深め、
個々に応じた
社会参加につ
ながる力を伸
ばす。 

・進路相談等を基
に、卒業後の進路
先や現場実習先を
新たに開拓し進路
学習、現場実習を
実施する。 
 
 
・移行支援の関係
機関等と連携、協
力し卒業後の支援
体制を構築する。 

 
 
Ａ 

・・計画的な進路面談、３年生に
おいては、卒業後を見越した
進路情報収集と現場実習が実
施できた。また、個別に進路状
況をふまえながら、臨時の現
場実習や宿泊を伴った実習も
実施するなど対応することが
できた。 
・各圏域の福祉行政、特定相談、
一般相談、就業・生活支援セン
ター等関係機関と密に連携を
図り、支援体制を構築した。 

進路情報提供と本
校教育活動の発信 

進 路 情 報 の
データ化し、
共有環境を整
備する。また進
路便り等を発
行し、生徒及び
保護者に進路
情報を提供す
る。 

・進路情報につい
て、収集し、職員
や保護者に必要
な進路便りや面
談等で情報提供
する。 
 
 
 
・職員、保護者の
ニーズを把握し、
進路研修会を実
施計画する。 

 
 
Ａ 

・実習可能又は、就労の見込み
がある事業所情報のデータ共
有、面談等での活用ができた。 
「進路便り」を発行すること
で、就労アセスメントの視点
で豊かな生活への着眼点を持
ち、個々の生徒において必要
な取組みを保護者、職員と共
有できた。 
・進路研修会では、予め動画を
録画し、職員が自由に視聴で
きるようにするなど職員研修
の充実に繋げた。 

生徒 
(生活) 

指導 

学校生活の
充実のため
の活動に主
体的、意欲的
に取り組む
児童生徒を
育成する。 
 

児童生徒会活動等
の充実 

児童生徒の実
態や経験等に
応じて役割を
分担し、児童生
徒会活動を本
校、分教室それ
ぞれで月１回
実施する。 

・本校では、各係、
分教室では生徒会
役員中心に３密を
防ぎながら活動内
容の精選、計画し
実践する。 

 
 
 
Ｂ 

・新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、当初の年間計
画に沿った活動が充分にでき
ない部分もあったが、可能な
範囲で児童生徒が主体的に活
動できるよう、それぞれの係
で工夫しながら進めることが
できた。リモートを使うこと
で、児童生徒同士の交流や発 



      表に繋げることができた。 
人権
教育
の 
推進 

学校全体で
人権教育研
修に取り組
み人権問題
の基本的知
識を深める。 

人権教育の工夫  ・人権教育推進委
員会で校内研修
計画を検討し、実
施する。指導案作
成時には、人権教
育の視点を入れ
る。 
・校内研修では、
テーマに沿って、
小グループや学
部内で協議する
時間を設けるな
ど相互に学び合
う場とする。 

 
 
 
Ｂ 

・校長による法令関連の講話が
あり、人権同和教育に必要な内
容について、改めて確認するこ
とができた。 
・新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、本年度は学部
毎に研修を実施し、職員間の協
議を活発に行うことができた。
協議後は、リモートを使って各
学部からの報告、協議内容を共
有することができた。 
・水俣病とハンセン病に関して
は、県立教育センターのホーム
ページ内にある映像資料を活
用し、基礎的な内容から現状に
ついてグループ協議を行った。 
・拉致問題に関しては、政府拉
致問題対策本部制作アニメ「め
ぐみ」を活用するなど、コロナ
禍の中でも工夫しながら、課題
解決に向けた意見交換を行う
ことができた。 

すべての教
育活動を通
した「命を大
切にする心
を育む指導」
を行う。 

「命を大切にする
心を育む」指導プ
ログラムの趣旨の
理解と日常的な取
組の徹底 

授業、全校集会
及び各行事な
どの活動内容
を「命を大切に
する心を育む」
指導の視点を
意識する。 

・「命を大切にす
る心を育む」指導
の視点で全校集
会等の実践と点
検を行う。 

 
 
 
Ｂ 

・全校集会時には、新型コロナ
ウイルス感染者への差別や偏
見を持たないようにしようと
いうテーマで人権学習を実施
した。学習の参考として、文部
科学省制作の新型コロナウイ
ルス感染症に関する映像を活
用することで、感染者に対して
の差別や偏見を持たないよう
にすることを学び、「命を大切
にする心」「思いやり」を知る
ことができた。 

いじ
めの
防止
等 

いじめを未
然に防ぎ、早
期発見、早期
対応・解決に
向け、迅速か
つ組織的に
対応を行い、
児童生徒が
安心して学
校生活を送
れるように
する。 

「いじめは絶対に
見逃さない」感覚
を身に付け、教育
活動全般における
いじめ防止、啓発 

・児童生徒が
主体的に学び、
成就感や自己
肯定感を感じ
られる授業実
践やお互いを
認め合う集団
づくり等を行
うため、各学期
に１回以上は
全校児童生徒
がふれあうこ
とのできる活
動を設ける。 
・アンケート調
査や個人面談、
日々の観察、様
子等を踏まえ
るなど、あらゆ
る手段で早期
発見に心がけ
る。 
・いじめ又は、
疑いがある場
合は、対応マ
ニュアルにそ
って迅速に対
応する。 

・児童生徒へのア
ンケート調査を
各学期に１回、児
童生徒及び保護
者への個別面談
を各学期１回実
施し、いじめの早
期発見につなげ
る。 
 
 
 
 
 
・各学部、校務分
掌ごとにいじめ
防止に向けた取
組を計画し、実践
・評価を各学期に
１回行う。 
 
 
 
 
 
 
・年度初めには対
応マニュアルの
見直しを行い、全
職員で共通理解

 
 
 
Ｂ 

・学期ごとにアンケートや個
別面談を行い、実態を把握で
きた。いじめ事案とするもの
はなかったが、いじめ防止対
策委員会では、外部専門員よ
り、リモートで指導助言を仰
ぐことができた。中でも、携帯
やＩＣＴ機器の影の部分だけ
に着目するのでなく、活用す
ることでの利点やプラス面を
意識した指導していく。 
 
 
 
・新型コロナウイルス感染拡
大防止のため、全校児童生徒
が集まっての活動はできなか
った。しかし、全校集会等を
通して、お互いの授業の様子
を知ったり、共通の活動を行
ったりなどの機会を設けるこ
とができた。学部の中では、
仲間とのかかわりを深められ
るような場やお互いのがんば
りを認め合う場を設定するこ
とができた。 
・マニュアルについては、年
度当初に全職員で共通理解を
図ることができた。熊本県の
いじめ防止に関する方針が改



を図り、迅速にあ
たれるようにす
る。 

定されたことにより、本校の
方針も見直し、検討を行い、
組織体制の見直し等を進め滝
ことができた。 

地域 
支援 

全校体制で
のセンター
的機能の充
実を図る。 

地域支援に係る校
内支援体制の充実 

分掌部会（月１
回）や地域支援
に関する校内
会議（年５回）
を実施し、共通
理解と充実を
図る。 

・地域センター
会議（年２回）、
コーデイネータ
会議（学期１回）
を実施し、共通理
解を図りながら
取り組む。 
・巡回相談等は特
別支援教育ＣＯ
を中心に企画し、
外部からの依頼
に対応する。 
 
 
・本校が行ってい
る地域支援の現
状を校内で紹介
するため、地域支
援便りを学期１
回発行する。 

 
 
 
Ｂ 

・それぞれの会議は他の会議
と併せた形で実施したものも
あるが、全て実施できた。報告
が主であったので、地域支援
に関する意見交換の時間は十
分とれなかった。 
 
・新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策の観点から、専
任のＣＯがすべての巡回相談
に対応した。相談内容により
他の分掌部からの情報収集や
資料を提供してもらうことで
対応した。 
・地域支援便りを学期１回発
行できた。 

地域 
連携 
(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸ
ｰ ﾙ な
ど) 

学校運営協
議会の充実
を図る。 
 
 
 

 緊急災害に備
えた体制作り
を推進する。 

・隣接するくまも
と芦北療育医療
センターとの合
同防災訓練を実
施する。 
 
・災害に対する避
難訓練及び職員
防災研修を実施
する。 
 
 
・今年度改訂した
危機管理マニュ
アルについて感
染症の視点を入
れて検討し、見直
しを図る。 

 
 
 
Ｂ 

・新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点と令和２年７月
豪雨被害のため実施ができな
かった。次年度は、芦北療育医
療センターと連携しながら進
めていく。 
 
・本校ではシェイクアウト訓
練、佐敷分教室では単独での
火災避難訓練を初めて実施で
きた。訓練後は、各学部で気づ
きを出し合い、共通理解を図
ることができた。 
・訓練の中で、児童生徒同士が
密にならないようにするなど
感染症防止の視点を意識して
実践することができた。また、
災害用品の備蓄品についても、
感染症対策の視点を入れて検
討した。 

安全
管理 

危機管理体
制に基づい
た取組を推
進する。 

感染症予防対策の
推進・日常的な取
組の徹底 

日常の健康観察
を丁寧に行うと
ともに、くまも
と芦北療育医療
センターや保護
者、学校医との
連携を図り、職
員や保護者に周
知する。また、学
校全体として感
染症対策につい
てまとめ、日常
的に取り組む。 

・年度当初に職員
へ健康観察の視点
を確認する。また、
職員の健康状態に
ついても各学部で
健康チェックを行
うなど組織として
健康管理に務め
る。 
 
 
 
 
・消毒などの感染
症対策としての学
校の取組をまとめ、
各学部で実践する。
月に１、２回程度
は、取組状況を共
有し、徹底を図る。 

 
 
 
Ｂ 

・新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から、日々の健
康観察の視点について、あら
ためて学校医に助言をいただ
きながら、学校全体で確認し
た。学校、家庭でも協力して健
康観察を行えるよう資料やポ
スターを作成して配布した。
職員も出勤前、授業前、昼食後
など日々の健康チェックを行
い各学部で記録、健康状態を
確認、把握することができた。 
・年度初めに、学校全体で取組
むこと、学部で取り組むことを
共有し実践することができた。
定期的に確認はできなかった
が、県からの通知やマニュアル
に合わせて、学部、学校として
の取組状況を確認することが
できた。２学期末には、再度、



学部の取組みを見直すことで
学校全体での共有を図った。 

 安全・安心な
学習環境を
整備する。 
 
 
 

安全で衛生的な学
習環境づくり 

学習場所の安
全面と衛生面
の確認を日常
的に行う。ま
た、教室だけで
なく校内の美
化に取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
衛生的環境を
保つため、学校
医及び学校薬
剤師との連携
を図る。 

・日常的に使用す
る学習場所の清掃
や下校後の消毒を
行う。 
・３密を防ぎなが
らの支援体制、授
業づくりを行う。 

・安全な環境整備の
ため月１回の安全
点検を行う。 
 
 
 
 
 
 
・スペースリフ
レッシュのため、
備品や倉庫を整理
し、校内美化に努
める。 
 
 
・衛生面の検査等
を基に必要に応じ
て学校医及び学校
薬剤師に指導助言
を受け、学校環境
を整える。  

 
 
 
Ｂ 

・毎日、授業後に清掃と併せて、
教材や共用部分の消毒を行うこ
とができた。 
 
・３密を防げるよう各学部で
教室設営や支援体制など工夫
して取り組むことができた。
また、月１回の安全点検を行
い、改善が必要な点について
は、事務室と連携を図りなが
ら、すぐに対処の方法につい
て検討することができた。 
・加湿器やサーキュレーター
等を購入し、よりよい環境づ
くりに繋げることができた。 
 
・職員作業では、廃棄対象とな
る備品等を確認、整理するこ
とで、スペースリフレッシュ
に繋げることができた。引き
続き、日常的に校内美化に努
めていくが、定期的な整理整
頓が必要である。 
・検査結果を基に、学校の状況
を確認していただいたり、喚
起や消毒方法等について指導
助言をいただいたりした。ま
た、指導助言は職員で共有し、
環境を整えることができた。 

 

４ 学校関係者評価 
・様々な対策、予防に対しての知識等、充分踏まえて教育に携わっていることに感心している。 
・コロナ禍の中、児童生徒の感染防止に努め、学校教育に邁進している教職員のご苦労・ご努力に敬意を表す
る。ワクチン接種が始まるとはいえ、新型コロナウイルスの脅威は続き、学校教育もその影響は避けられな
い。教職員の方々もご自身の心身の健康に留意され、日頃の教育活動にあたられることを祈念する。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止による学校運営も以前と異なり、事細かする必要性があり、改善が大変だ
と思う。 

・働き方改革で、勤務時間内でする仕事が多くなり先生方も忙しい毎日だと思う。現在の状況をふまえた授業
のカリキュラムの策定が必要だと感じる。 

・学校内の整理整頓こそが今も昔も大切であり、人の生き方に通ずるものがある。それに加えて消毒が大切な 
時期を迎え一層忙しくなり、それが習慣となり普段の生活の一部となってほしい。 

・ＩＣＴを活用したオンラインの取組みなど、創意工夫した実践はすばらしいと感じ、「いとでんわ（学校新
聞）」からも伝わってきた。 

・新型コロナウイルス感染拡大対策の徹底及び授業の充実、進路指導の充実など多くの成果が出ていると感じ
た。校長先生のリーダーシップのもと全職員で一丸となっての取組まれた成果だと思う。 

・コロナ禍の中においても巡回相談を実施していただき御指導、御助言を賜り感謝申し上げます。 
・「くまもと芦北療育医療センタ－」の感染防止対策に御理解と御協力をいただきありがとうございます。 
感染状況は、減少傾向にあるが引き続き御協力をお願いしたい。来年度も児童生徒及び地域教育向上のため
よろしくお願いいたします。 

 

５ 総合評価 
・保護者アンケートは、４段階（よく当てはまる、だいたい当てはまる、あまりあてはまらない、当てはまらな
い）の１３項目での評価をお願いした。ほとんどの項目で「よく当てはまる、だいたい当てはまる」に評価を
いただいているが、この結果に甘んじることなく、日頃からの保護者とのコミュニケーションを大切にし、真
摯な取組みを行っていく。 

・職員アンケートでは分掌部の再編についての項目の値が昨年度に比べ低かったが、次年度は分掌部の運営や業
務分担について見直し、検討を進めていく。 

・学校関係者評価においても、コロナ禍の中での感染症対策や学校行事、授業の取組みなど一定の評価をいただい
ているが、今後も引き続き児童生徒の安心・安全な学校生活づくりに努めていく。 

・本校の教育活動について、御理解と概ね高い評価はいただいているが、コロナ禍の中での地域とのかかわりや 
学習活動の更なる充実に努めていく。 

 



 
 

６ 次年度への課題・改善方策 
【次年度への課題】 
・継続した新型コロナウイルス感染拡大防止の取組み 
・ＩＣＴ機器、双方向通信を推進、有効活用 
・分掌部の運営方法、業務分担の見直し・検討 
・正規の時間以外の従事時間の削減。 
・令和２年７月豪雨災害からの児童生徒が安心安全に学ぶことができる施設整備の復旧 
【改善策】 
・県からの通知や「新しい生活様式」に基づいた感染症対策の周知、徹底 
・児童生徒の実態を踏まえた端末タブレットやＩＣＴ機器の有効な活用 
・分掌部の運営や業務分担を見直し、改善することで一部の職員に業務が偏らないように分掌部長と管理職が
連携を図り平準化に繋げる 

・特に水曜日を「ノー残業デイ」とし、毎週水曜日には会議等を入れないようにするなどして校務の時間を確 
保する 

・令和２年７月豪雨災害による施設、備品の早期復旧 

 


